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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 4日 (2006.9.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 同 図 に お い て 、 発 振 増 幅 用 の イ ン バ ー タ 増 幅 器 １ の 出 力 は 、 初 段 バ ッ フ ァ の イ ン バ ー タ
増 幅 器 ２ で 充 分 な 振 幅 に ま で 増 幅 さ れ 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 の バ ッ フ ァ の イ ン バ ー タ 増 幅 器 ３
、 ４ で 波 形 成 形 さ れ て コ ン デ ン サ Ｃ ３ 、 Ｃ ４ を 介 し て Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ プ ッ シ ュ プ ル 増 幅 器 ５ の Ｎ
ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ と Ｐ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ ０ の そ れ ぞ れ の ゲ
ー ト に 入 力 さ れ る 。
　 こ の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ プ ッ シ ュ プ ル 増 幅 器 ５ は 低 イ ン ピ ー ダ ン ス で 出 力 端 （ Ｏ Ｕ Ｔ ） よ り 負 荷 へ
出 力 電 流 を 供 給 す る 。
　 上 述 の 各 部 位 へ は 、 前 記 安 定 化 電 源 ６ か ら 電 圧 Ｖ ｒ ｅ ｇ が 供 給 さ れ る 。 こ の 安 定 化 電 源
６ の 出 力 回 路 に は バ イ パ ス 用 に コ ン デ ン サ ５ が 接 続 さ れ て 、 電 源 回 路 の 高 周 波 ノ イ ズ を
除
去 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ １ ５ ４ ５ 号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 例 の Ｐ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 、 Ｎ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ と か ら な る イ ン バ ー タ 増 幅 器 ４ と デ プ レ ッ シ ョ ン 型 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １ １ と を 除
く 、 水 晶 振 動 子 Ｘ １ 、 高 周 波 抵 抗 Ｒ ｆ 、 発 振 用 容 量 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 イ ン バ ー タ 増 幅 器 １ 、 イ
ン バ ー タ 増 幅 器 ２ 、 イ ン バ ー タ 増 幅 器 ３ 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 コ ン デ ン サ Ｃ ３ 、 Ｃ ４ 、 Ｃ Ｍ
Ｏ Ｓ プ ッ シ ュ プ ル 増 幅 器 ５ 及 び 安 定 化 電 源 ６ の 機 能 動 作 は 、 図 ６ の 従 来 の 水 晶 発 振 器 の 同
一 符 号 で 示 さ れ る 構 成 部 位 の 機 能 動 作 と 同 じ で あ る の で 、 同 一 部 分 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

Ｃ

７
８



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 Ｎ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ の ゲ ー ト 電 位 は 略 Vregに な っ て お り 、 こ の
Ｎ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ９ が Ｏ Ｎ と な る 際 に は Ｐ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ
１ ０ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ ｇ ｓ Ｍ 10は 略 ０ Ｖ に な り 、 Ｐ ｃ ｈ － Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
Ｍ １ ０ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な る 。
　 し た が っ て 、 発 振 出 力 端 （ Ｏ Ｕ Ｔ ） の 出 力 電 圧 振 幅 は 、 電 源 電 圧 に 依 存 せ ず に 、 Ｎ ｃ ｈ
－ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ し き い 値 を VtM9と す る と 、 （ Vreg－ VtM9） で ほ ぼ 一 定 に
保 た れ 、 た と え ば 、 Vreg＝ ２ .１ Ｖ と す れ ば 、 図 ２ （ ａ ） の 発 振 出 力 電 源 電 圧 特 性 図 に 示
す よ う に 、 電 源 電 圧 の 変 動 に 対 し て お よ そ １ .３ Ｖ p-p程 度 の 一 定 の 発 振 出 力 信 号 が 得 ら れ
る 。 ま た 、 こ の と き の 消 費 電 流 電 源 電 圧 特 性 は 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ほ ぼ 一 定 に な る 。
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